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⽇建・レンタコムカップ 

第 32 回 全⽇本学⽣⼥⼦ヨット選⼿権⼤会 
……………………………………………………………………………………………………………………… 
⼤会期⽇ 2024 年 9 ⽉ 20 ⽇（⾦）〜2024 年 9 ⽉ 23 ⽇（⽉・振替休⽇） 
開 催 地 神奈川県三浦郡葉⼭町葉⼭港沖 
共同主催 全⽇本学⽣ヨット連盟 関東学⽣ヨット連盟 
公 認 公益財団法⼈⽇本セーリング連盟（2024-13） 
特別協賛 ⽇建・レンタコムグループ 
     ⽇建レンタコム株式会社 ⽇建リース⼯業株式会社 ⽇建⽚桐リース株式会社 
協 賛 明治商⼯株式会社 株式会社伊藤園 
後 援 葉⼭町、葉⼭町教育委員会、葉⼭町セーリング協会（予定） 
  神奈川県セーリング連盟（24-12） 
     ⽇本 470 協会、⼀般社団法⼈⽇本スナイプ協会 
     株式会社葉⼭マリーナ、株式会社ノースセール・ジャパン、株式会社舵社 
協 ⼒ 湘南サニーサイドマリーナ株式会社（葉⼭港指定管理者）、ヒロリギング(予定) 
……………………………………………………………………………………………………………………… 

レース公⽰（NoR） 

 
略語 
[NP] 艇は、他艇の規則違反に対し抗議できないことを意味する。これは RRS60.1(a)を変更している。 
 
1. 規則 
1.1 本⼤会には「セーリング競技規則 2021-2024」（以下、RRS）に定義された規則が適⽤される。 
1.2 ⽔上にいる間は常時 RRS40.1 が適⽤される。 
1.3 RRS 付則 P を適⽤する。 
1.4 RRS 付則 T を適⽤する。 
1.5 [DP] [NP] ⼤会を管理するその他の⽂書として、以下の規約・学連申し合わせ事項を適⽤する。 

(1) 全⽇本学⽣ヨット連盟規約 
(2) 470 級学連申し合わせ事項 
(3) スナイプ級学連申し合わせ事項 
(4) 艇体への⼤学名表⽰に関する学連申し合わせ事項 
(5) サポートチーム規程（STR） 

1〜5 は⼤会公式掲⽰板 RacingRulesOfSailing.org にて⼊⼿できる。 
（URL : https://www.racingrulesofsailing.org/documents/8599/event） 

1.6 SCIRA クラス規則の「国内及び国際選⼿権⼤会の運営規定」は、同規定 9.1 に定められたレース
を⾏う最⼤⾵速に関する規定を除き適⽤されない。これは艇による救済要求の根拠とはならない。
これは RRS62.1 を変更している。 
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2. 帆⾛指⽰書  
2.1 帆⾛指⽰書は、2024 年 8⽉ 19 ⽇（⽉）までに⼤会公式掲⽰板 RacingRulesOfSailing.org で公開

する。 
2.2 帆⾛指⽰書に対する事前の質問は、公式掲⽰板のオンラインフォーム「オフィシャルへの質問」

により提出することができる。 
 

3. コミュニケーション 
3.1 競技者への通告には以下の⼿段を⽤いる。 

(1) 公式掲⽰板は、オンライン掲⽰板 RacingRulesOfSailing.org を使⽤する。 
(2) LINEオープンチャットは、その他会場アナウンスの⽤途などに使⽤する。 

3.2 [DP] [NP] レース中、緊急の場合、またはレース委員会が提供する機器を⽤いることを除き、艇
は⾳声やデータを送信してはならず、かつ、すべての艇が利⽤できない⾳声やデータ通信を受信
してはならない。この制限は携帯電話にも適⽤する。 
 

4  競技種⽬ 
470 級、スナイプ級 

 
5   参加資格   
5.1 競技者は、(1)~(2)のいずれかに該当し、かつ(3)~(8)の事項を満たしていなければなない。 

(1) 各⽔域選考会で選考されたチーム 
(2) 各⽔域学⽣ヨット連盟の⻑により推薦され、⼤会主催者が承認したチーム 
(3) 加盟⼤学（校）に学籍があり、⼊学してから 4 年以内の⼥⼦ 
(4) 2024 年度（公財）⽇本セーリング連盟の会員であること 
(5) 470 級の競技者は、⽇本 470 協会の 2024 年度団体会員登録を完了している⼤学ヨット部に
所属していること。 

(6) スナイプ級の競技者は、2024 年度 SCIRA会員(Junior 会員、Senior 会員)であること。 
(7) 消防庁のWEB講習「応急⼿当WEB講習」を受講し、「受講証明書」を保有していること 

https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/01futsu/01oukyuteate-manabi/01_01_00.html 

ただし、消防庁発⾏の「普通救命講習Ⅰ」もしくは⽇本⾚⼗字社発⾏の「⾚⼗字ベーシック
ライフサポーター認定証」を保有もしくはそれと同等以上の講習を受講したことが証明でき
る場合※はWEB講習の受講を免除する。 
※例：各⼤学、各⽔域、ハーバー等での安全講習会の内容及び受講を証明するもの（受講証
明、または参加記録など） 

(8) スポーツ安全保険、または補償内容が同等以上の保険に加⼊していること。 
※ 規定に関する附則の抜粋 

以下に全⽇本学⽣ヨット連盟HP に掲載されている「規定に関する附則」より「全⽇本学
⽣⼥⼦選⼿権⼤会参加資格」を抜粋し掲載する。 
・本⼤会には、各⽔域学⽣ヨット連盟の推薦を得た加盟⼤学の 470 級とスナイプ級のチー

ムが参加できる。 

https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/01futsu/01oukyuteate-manabi/01_01_00.html
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・各⽔域の推薦枠は両クラスとも、各⽔域の予選エントリー艇数のパーセンテージにより
与える。 

・詳細については以下の通りとする。（⼩数点以下は切り上げる） 
 
 
 
 

 
・参加艇数が各クラス 35 艇に満たない場合は、各⽔域の代表者の推薦により、⼤会会⻑

の承認を得た上でエントリーを認める場合がある。 
・全⽇本学⽣ヨット連盟会⻑は、JSAFに指定された世界選⼿権⼤会に出場する選⼿及び
JSAFに指定されたトップアスリート選⼿の⽔域予選を免除することができる。 

 
5.2 レース乗員登録 

各チームヘルムスマン1名、クルー2名以内とし、複数の艇に跨っての登録はできない。 
乗員の交代は、クルーは認めるがヘルムスマンの交代は認めない。 

 
6   参加申し込み  
6.1 参加資格を満たした艇は、申込期⽇までに以下の⼿続きを完了させ、NoR7.1 の参加料を振り込

むことで参加申し込みが完了する。 
【参加申込期⽇】 2024 年 7 ⽉ 24 ⽇(⽔）23:59 

6.2 【参加申込書フォーム】の該当する参加申込書を完成させ送信する。但し、参加申込書-1 は出
場する艇ごとにフォームを提出すること。⽀援艇を使⽤する場合は、期⽇までに参加申込書-2
を提出すること。 
(1) 参加申込書-1  艇・競技者登録 
(2) 参加申込書-2  ⽀援艇登録 

6.3 7 ⽉ 24 ⽇（⽔）までは申込者⾃⾝で艇、セールナンバー、競技者の追加・変更登録を可能とする。 
6.4 申込期⽇までに間に合わない場合、レイトエントリーも認める。 
6.5 レイトエントリー申込期⽇：2024 年 7 ⽉ 31 ⽇(⽔)23:59 
6.6 7 ⽉ 24 ⽇までにエントリー完了後 7 ⽉ 25 ⽇から 31 ⽇の間に登録内容の追加・変更・修正をす

る場合は、レイトエントリー扱いとする。 
 

7   参加料 
7.1 参加料等は以下のとおりとする。 

(1) 参加料：20,000円/1 艇（バース代、管理費を含む） 
（レイトエントリーの場合は、25,000円/1 艇） 

(2) 振込先：三菱 UFJ 銀⾏ 渋⾕中央⽀店（店番 345）普通⼝座０４３６４６０ 
    ⼝座名義 カントウガクセイヨツトレンメイ オオムラタツヤ 
    ※振込⼈名は、個⼈名ではなく､⼤学名とすること 

7.2 エントリー締切後の参加料返⾦には⼀切応じない。 

予選エントリー艇数 推薦枠数 
7 艇以下 全艇出場を可とする 
8艇〜14 艇以下 予選エントリー艇数の 80％を可とする 
15 艇〜16 艇 12 艇を可とする 
17 艇以上 予選エントリー艇数の 70％を可とする 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScgSIhz-PnD8mQUvzZsLTJorXbRJfLQiIi0KUaQy9uIfHyTpQ/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfQqP-kJzVnX6QqjSIeJKmyVL4qRS6MGNtFcIjKI04mJBfQSQ/viewform?usp=sf_link


4 
 

8  艇とセールの要件 
8.1 艇 

(1)470級、スナイプ級ともに各⼤学、各クラス１艇の予備艇の登録を認める。 
(2)予備艇の使⽤は、艇に補修の範囲を超える損傷があった場合のみとし、最初の妥当な機会に 
テクニカル委員会の承認を得なければならない。 

(3)艇は⼤会期間中、470級は登録艇のMC/MF（2011年7⽉29⽇以前に登録された艇でMC/MF
を所持していない場合は計測登録証明書）、スナイプ級は登録艇の計測証明書を提⽰できるよ
うにしていなければならない。 

(4）艇は原則、参加チームの所有する艇とするが、参加チームが⼿配したチャーター艇も認める。
ただし、NOR1.5(2)(3)(4)を満たす必要がある。 

(5)艇の交換は、破損による場合のみとし、最初の妥当な機会にテクニカル委員会の許可をえな
ければならない。 

(6)⼤会期間中はいつでも検査されることがある。 
(7)⼤会計測から最終レース終了までの間、クラス規則に従っていなければならない。 
 

8.2    セール 
(1) 470 級及びスナイプ級とも 1 艇に１セットのセールの登録及び１セットの予備セールの登録

を認める。 
(2) 各クラスともセールは各クラス協会規則に準じた基本計測を完了していなければならない。 
(3) [DP] [NP] 同⼀のセール番号を複数の艇で登録してはならない（予備セールを含む）。 
(4) [DP] [NP] 470 級は、レース委員会が承認した場合を除き、メインセールとスピネーカーの

セール番号は⼀致しなければならない。 
(5) [DP] 予備セールの使⽤は、セールの破損による場合のみとし、最初の妥当な機会にテクニ
カル委員会の承認を得なければならない。 

(6) ⼤会計測から最終レース終了までの間、クラス規則に従っていなければならない。 
 

9 [DP] [NP] 広告 
艇は、主催団体によって選択され⽀給される広告を表⽰するよう要求されることがある。 
この規則に違反した場合には、World Sailing広告規程 20.9.2 が適⽤される。 

 
10    ⽇程 
10.1 レース⽇程 

9 ⽉ 20 ⽇（⾦）   09:00〜15:00      受付、計測 
17:00〜17:30      ⼤会に関する説明会（対⾯：葉⼭港 3階、および

オンラインの併催で⾏なう） 
9 ⽉ 21 ⽇（⼟）   09:00〜09:30 開会式 

10:00                    チームリーダーミーティング 
11:25      470 級予告信号 
引き続き     スナイプ級予告信号 
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9 ⽉ 22 ⽇（⽇） 08:30     チームリーダーミーティング 
09:55      470 級予告信号 

   引き続き     スナイプ級予告信号 
9 ⽉ 23 ⽇（⽉） 08:30     チームリーダーミーティング 

09:55      470 級予告信号 
           引き続き      スナイプ級予告信号 
           17:00      表彰式、レセプションパーティー 
                  （場所：リビエラ逗⼦マリーナ） 
23 ⽇（⽉）は 11:00より後に予告信号は発しない。 

10.2  本⼤会のレース数は各クラス最⼤８レースとする。１⽇に実施するレース数は最⼤４レースと する。 
 

11   レース・エリア 
【添付図 A】にレース・エリアを⽰す。このレース・エリアはレース委員会の裁量により変更
されることがある。 
 

12   コース 
【添付図 B】のコース図は、レグ間のおおよその⾓度、マークを通過する順序、それぞれの 
マークをどちら側に⾒て通過するかを含むコースを⽰す。 

 
13   得点 
13.1  得点の除外 

(1) 完了したレースが６レース未満だった場合、艇のシリーズの得点はレースの得点の合計と 
する。 

(2) 完了したレースが６レース以上だった場合、艇のシリーズの得点は最も悪かった得点を除外
したレースの得点の合計とする。 

13.2 総合順位は、両クラスに各 1 チーム以上参加した⼤学を対象とする。各⼤学で最も順位の良かっ
た各クラス 1 チームずつのシリーズ得点を加算して総合得点とし、総合得点の少ない⼤学を上位
とする。 

13.3 総合得点で 2 ⼤学以上がタイとなった場合には、総合得点の対象となった各クラス１チームの得
点を良い順に並べて RRSA8に準じてタイを解く。それでもタイが解けない場合はエントリー艇
数の多いクラスの順位を優先する。但し、最後のレースの得点は両クラスの合計得点とする。 

13.4 本⼤会の成⽴には各クラスで１レースずつが⾏われなければならない。 
 

14 [DP] [NP] ⽀援者 
⽀援者は「サポートチーム規程」（以下、STR）に従わなければならない。STRは定義『規則』 

（g）の⼤会を管理するその他の⽂書に該当する。 
 
15 リスク・ステートメント 

RRS 3 には「レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責任は、その
艇にのみある。」とある。⼤会に参加することによって、それぞれの競技者は、セーリングには
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内在するリスクがあり、潜在的な危険を伴う⾏動であることに合意し、認めることになる。これ
らのリスクには、強⾵、荒れた海、天候の突然の変化、機器の故障、艇の操船の誤り、他艇の未
熟な操船術、バランスの悪い不安定な⾜場、疲労による傷害のリスクの増⼤などがある。 
セーリング・スポーツに固有なのは、溺死、⼼的外傷、低体温症、その他の原因による⼀⽣消え
ない重篤な傷害、死亡のリスクである。 

 
16 ⼤会期間中の肖像権及び個⼈情報の公開 

⼤会期間中の艇、競技者、⽀援者に関する写真、動画等のすべての著作物、映像に関する権利
は、主催団体に帰属する。参加申し込みにあたり提出された個⼈情報は、本⼤会の情報発信をす
るメディアを除き、本⼈の同意がない限り第三者に提供されることはない。⼤会情報の発信のた
め、名前、所属、セール番号、学年、写真、動画が含まれる内容の記事や「エントリーリスト」
「成績表」などについて、関係団体も含め、ホームページや SNS に掲載されることがある。 

 
17   賞 

(1) 総合 1位 全⽇本学⽣ヨット連盟会⻑盾（持ち回り）、賞状 
総合優勝旗（持ち回り）、賞杯 

2位・3位 賞状、賞杯 
(2) 各クラス 1 位 関⼭杯、優勝旗（持ち回り）、賞状、賞杯 

2位・3位 賞状、賞杯 
4位〜6位 賞状 

(3) 最優秀選⼿賞 関⼭恭⼦記念賞旗（持ち回り） 
 

18   問い合わせ先 
公式掲⽰板 オフィシャルへの質問：
https://www.racingrulesofsailing.org/questions/8599/event 

 

※以下は NOR に含まれない情報、及び登録事項 
(1)艇の搬⼊出登録 
(2)その他の登録（参加賞サイズ・レセプション等） 
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【添付図 A】 レース・エリア 

  
【添付図 B】 コース図 

 

コース”O２”トラペゾイド アウターループ  
Start-1-2-3-2-3-Finish  

コース”I２”トラペゾイド インナーループ  
Start-1-4-1-2-3-Finish  
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